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〜「学びの先導者」から「学びの伴走者」へ～

マインドシフト2026



教育目標を言えますか？







自らすすんで取り組む児童



準拠



自らすすんで取り組む児童

主体的な児童



先生方に聞いてみました①

主体的な児童
ってどんな
児童ですか？

・自らすすんで学習に取り組む
・苦手なことにも向かっていく

◯◯先生

主体的な児童を
育てるために

先生は何をしたら？

・頑張っている児童を紹介
・成長を実感させる声掛け
・努力の価値付け



先生方に聞いてみました②

主体的な児童
ってどんな
児童ですか？

・目的をもっている
・「やりたい！」がある

△△先生

主体的な児童を
育てるために

先生は何をしたら？

・「ゆだねる」範囲を広げる
・学び方を選択させる



先生方に聞いてみました③

主体的な児童
ってどんな
児童ですか？

・自分で考えて行動している
・自分の課題を理解し、
それに向かって努力している

・苦手に立ち向かう

□□先生

主体的な児童を
育てるために

先生は何をしたら？

・失敗を怖がらない環境づくり
・チャレンジしたことを

価値付ける



主体的な児童
ってどんな
児童ですか？

・目的をもち
・苦手に立ち向かい
・自分で考えて行動し
・努力をする 児童

主体的な児童を
育てるために

先生は何をしたら？

・「ゆだねる」範囲を広げ
・失敗を怖がらない環境を作り
・児童に選択をさせ
・挑戦を価値付け
・児童の成長を実感させること が大切



楽しい授業
楽しめる

子どもたちの
育成

環境 声掛け

選択 価値付け



決められたことをやるのは
楽
し
い
？



毎日３時間
必ずやらなくてはならないとすると…



自分がやることを
決められ続けていると…

自己決定が
できない人に！

いつの間にか

夢がない



❌責任がない

❌考えなくて良い
先生決めて！



当事者意識△



投票率の低下

指示待ち人間
の増加

自己効力感の
低下

レビュー依存

強い言葉・
強いリーダー
への傾倒



PISAの調査



PISAの調査

３４/３７



PISAの調査

学校が再び休校になった場合
「自力で学校の勉強をこなす自信」
「自分で学校の勉強をする予定を立てる自信」

「ない」と答えた割合が
約６割



国立青少年教育推進機構の調査



学力が高いのに
自分に自信がない

自分で学びを
創ることができない



我々が
育てたい人は

人の言うことを聞くだけ

自信がない

何がやりたいか分からない



我々が
育てたい人は

自らすすんで取り組む児童

自分の人生をクリエイトする



しかし現在は…

時間割は教師が作成

教育課程は決まっている

年間行事予定も決まっている



我々が
育てたい人は

自らすすんで取り組む児童

自分の人生をクリエイトする



自己選択

そのためには…

自己決定



何を学ぶか
どう学ぶか
誰と学ぶか
どこで学ぶか

自己選択
自己決定



自己調整学習 自由進度学習



自立した
学習者

子どもに委ねる

自己選択 自己決定 挑戦

自己評価自己改善自己調整

再挑戦



実践例① ●●先生（外国語）



実践例② ◇◇先生（国語）



認知能力 非認知能力

○



実践例③ ☆☆先生（算数）

ミニ
レッスン

めあて 自由進度学習 振り返り

10分 2分 30分 3分

管理、焦り
教師主導



学びの伴走者

教えない勇気 プロセスの
評価

一人の

自立した学習者
として信頼



意識の変革（マインド・シフト）

ティーチング コーチング

役割 教える 支援する・引き出す

立ち位置
教師が求める姿に
なるよう先導

児童の目標達成に
向けて伴走

答えの所在 教える側が所持 受ける側が所持

主な手法 解説、指示、アドバイス
質問、傾聴、承認、
フィードバック



コーチングマインド

自らすすんで
取り組む児童

コーチングスキル



※ティーチン
グしない
❌

ティーチングとコーチングの
割合を考える

コーチング ティーチング

子どもたちができることは信じてゆだねよう



主体的な児童（自走する児童）が
育つとどんなメリットが？

児童視点

自己効力感アップ
挑戦を恐れなくなる

教師視点

学級経営の安定
負担軽減
充実感



「自らすすんで取り組む児童」

教員の
マインド・シフト



転換期



チーム二葛西
勇気



３つの柱

フルバリュー

チャレンジバイチョイス

コンフォートゾーン

からの脱却



フルバリュー
お互いの価値を
最大に認め合う

①否定しない
②努力を認める
③共に成長する



チャレンジ
バイ
チョイス

挑戦するかどうかは
自分で決める

①やらされてやる❌
②やらない選択肢も認める



コンフォート
ゾーンからの
脱却



３つの柱を意識してやってみましょう！

①褒め言葉のシャワー
②立ち位置確認
③リフレクション



褒め言葉のシャワー

①学年・専科・おおぞら・管理職ごとに円になる
②１人が目をつぶる
③他のメンバーが、②の人の良い所を褒める！

④終わったら、②の人は感想を伝える。

⑤全員繰り返す

働きぶりや性格など！
（１分間）

ex)そこを褒めてくれるとは、、、
頑張っていたから、
認めてくれて嬉しい！



立ち位置確認

①この研修で成長できるか想像する
②「期待」から「不安」
今の自分の気持ちの度合いに合わせて、
好きな位置に立つ
③近くの人と交流
④全体交流



リフレクション

不安
この研修で不安
に思うこと

希望
この挑戦をすると
どんな良いことが
ありそうか

お伝えいただいたことをもとに
研修部で話し合い、皆さんと共に

より実りのある研修を創り上げていきたいと思います！



コーチング
研修

１年間のロードマップ

「自己調整
学習」研究
授業・協議

会

火曜夕会
ペアトーク

問いのデザイン
ミニワーク

授業の見方
研修

研修の
まとめ

研修だよりによる
好事例紹介

研修の木育成による
学びの視覚化



研
修
の
木



まだ未定の枠もありますが
対話しながら研修を進めていきたいです。

自らすすんで取り組む児童の育成を目指して



ありがとうございました！


